ガッコウ ゼンタイ デ コドモ ノ カカワル チカラ オ ソダテル ホウサク ノ ツイキュウ by 松田  亜希子
学校全体で子 ど も のかかわる力を育てる方策の追究
学校力開発コ ース (1 1 220920) 松 田 E 希 子
単学帝及編制の小規模校においては， ク ラ ス編成替えがないため深い人間関係が築かれ，
安定 した関係が続きやすい。 一方， 人間関係が固定化 し仲間に対する 見方を変え る こ と が
難 しい面も あ る。 そ こ で、， 学年 ・ 学級を超えた学習活動 (たてわ り 班活動な ど) を学校全
校で意図的 ・ 計画的に行い， 多 く の人 と かかわる必要が ある。 本研究では， 単学級編制の
小規模校において， 学校全体で子 ど も のかかわる力 を育て る方策を追究 してし 1 く 。
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1 問題の所在 と 方法
(1) 問題の所在及。切究の背景
小規模校の場合， そのほ と ん どが単学級も し く
は複式の学秘編制であ り ， ク ラ ス編成替えが な く ，
安定 した人間関係が続きやすい。 小学校において
は， 安定 した人間関係が 6 年間続 く こ と になる。
一方， 人間関係が固定化 し， 改ま っ た話 し方をす
る こ と や， 一度定着 した人間関係を改善する こ と
が難 し く な り やすい。
ま た， 学校規摸を問わず， 学校外において， 群
れ遊びな ど具年齢集団で遊ぶ経験が少な く なっ て
い る 。 つま り ， 現代の子 ど も た ち は， 家族以外の
人 と かかわる経験が不足 している。 そ こ で， 多 く
の小学校では， かかわ る 力 を育て る こ と に力 を入
れてい る が， 担任や学年集団で取 り 組んでい る こ
と が多い。 取 り 組みがな されてい る に も 関わ らず，
子 ど も た ち に効果的に身につかない， 十分な成果
が あが ら ない と し サ 現状は， 学校全体で取 り 組ま
れていない こ と が一因 と 考え られる。
(2) 研究の 目 的
本研究は， 人間関係が固定しがちな単学級編成
の小規模校 (小学校) において， 子 ど も のかかわ
る 力 を育て る方策を追究する こ と が 目 的である。
(3) 研究の方法
まず， 先行研究の調査や実践か ら ， かかわ り に
ついての熟哩や実践の方向性を探る。
次に， 山形県内 A 小学校において子 ど も の意識
調査を， 山形県内 B 小学校において 「社会性測定
用尺度」 に よ る 調査を実施 し， その結果に基づき
「かかわる力育成プラ ン」 を作成する。
さ ら に， 作成 した 「かかわる力育成プラ ンj を
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実践 しなが ら， よ り よ い方策を検討する。
2 先行研究の検討
(1) たてわ り 班活動の有効性
新潟市立鏡淵小学校は， 2005 年度か ら 2 年間，
文部科学省の 「伝え合 う 力 を養 う 調査研究事業j
の指定を受け研究を行っ たo その研究では， 学級
を越えた活動で 「伝え合 う 力」 の応用力を鍛え る
ために， 全校たてわ り に よ る異年齢集団での活動
を手立てのーっ と した。 「伝え合 う 力j の強化のた
め特に力 を入れたのが 「わかばウ オ ー ク (1�4 年
生のたてわ り グルーフ。に よ る登山) J í もみ じ ウ ォ
}ク (全校たてわ り に よ る ウ オーク ラ リ ー) J の実
施前の話 し合い等の交流活動の充実であ る。 その
結果， í上学年の リ ーダーが下学年の子 ど も た ち の
意見を大切に しなが ら話 し合いを進め， 下学年の
子 ど も も 司会の も と ， 自 分の思いや願いをのびの
び と 話 していた。 活動場面では リ ーダーの責任あ
る行動 と 上 ・ 下学年が声を掛け合 う 温かい交流が
目 立つ よ う にな っ た。 J í学年の異な る相手に対 し，
願い ・ 考え を理解 し， 力 を合わせて実践する 態度
が強ま り ， 温かい人間関係づ く り が進んだ。 」 と 報
告 さ れている。
次に， 国立教育政策研究所生徒指導研究セ ンタ
ーが行っ た， 平成 13�15 年度文部科学省委嘱研究
「児童生徒の杜会性を育むための生徒指導プロ グ
ラ ムの開発」 においては， 3 年間の研究成果であ
る W í社会性の基礎」 を育む 「交流活動」 ・ 「体験活
動」 一 「人 と かかわる喜び」 を もっ児童生徒に-j]
の中で， 次のよ う に報告 さ れている。
①意図的 ・ 計画的な 「異年齢の交流活動」 を確実
に実施する こ と に よ り ， r社会性の基礎」 を育成す
る こ と がで、き る。
②学級や学年を超えた多様な 「かかわ り 合い」 な
し に， 学級担任が学級内だけで 「社会性の基礎」
を育て る こ と は困難であ る。
以上の こ と か ら， 意図的 ・ 計画的な学年を超え
た 「異年齢の交流活動j が社会性の育成に有効で
あ る こ と ， 実施前の交流活動の充実に よ っ て温か
い人間関係づ く り が進む こ と がわかる。
(2) 子 ど も を育て る ための学校高出哉
佐古 (2010) は， 1髄Eに即 した児童生徒の認識，
実践課題 と その経過， 成果 と 課題について， 教員
聞で交換， 共有する場を設定 し， 運営する J こ と
が重要である と 述べてい る。
ま た， 佐古 ・ 宮根 (201 1) は， 1学校組織開発」
を行い 「タ イ プ 1 "-'皿」 に分類 している。 そ の 中
の 「タ イ プ皿J は 「価値的 目 標生成の協働化 (学
校の教育活動の全体志郎哉化) J と され， その特徴は
「児童生徒の実態のす り 合わせ と 認識共有か ら ス
タ ー ト し， 当該学校の主要な問題 (中心的な現象
= 問題) を設定 し， それを も と に した価値的 目 標
( どの よ う な力や特性を育て る べ き か) を 明確に
し， それに準拠 して， 授業改善， 学級経営改善，
行事の運営， 研修 ・ 学年会等の運営， 保護者への
情報発信等， 学校の諸活動を， 関連づけ， それぞ
れのね ら い を設定する。 これに よ り ， 協働的に形
成 さ れた価値的 目 標に対 して， 学校の諸活動をそ
の実現に向 けて焦点化する こ と ができ る (学校 ビ
ジ ョ ンの策定) o J と し， r価値的 目 標設定する こ と J
の重要性を述べている。 「学校高出哉開発 ( タ イ プ
III) J の事例校では， 基本課題を 「 自 尊感情を高め
る 」 と 一旦設定 さ れたが， 各教師の受け と め方や
実践の方向性が一致 しないこ と が懸念 され， 再度
検討 し直 し， 基本課題を置き 直 している。 これは，
f基本課題を よ り 自 校の児童の実態に適合 した内
容への転換 と ， 学校の教員間 の コ ミ ュ ニケーシ ョ
ンの質の転換 ( 1踏み込んだ議論J への移行) の両
面の効果を も た ら したJ と 述べている。
以上の こ と か ら ， 子 ど も の認識や課題， 経過 と
成果について， 教師開の意見の交換 ・ 共有の場を
運営する こ と ， 子 ど も の実態 と 認識の共有を教師
聞で行い 「価値的 目 標j を協働的に設定する こ と ，




(1) たてわ り 班に対す る 子ど も の意識調査
山形県内 A 小学校 (教職専門実習配属校) にお
いて， 3 年生 28 名 を対象に 「たてわ り 班をな く す」
こ と について聞き 取 り 調査を実施 した。 子 ど も の
目 線でたてわ り 班活動を見直すこ と が 目 的である。
結果は， rたてわ り 班を な く すJ こ と に賛成 9
人， 反対 19 人で、あっ た。 賛成の理由 か ら ， たてわ
り 班活動が楽 し く ない こ と (ゲームで負 けたか ら，
オ リ エ ンテーシ ョ ンは歩 く だけだか ら， はずか し
いな ど) ， 班長の影響が大き い こ と ， 他の友達 と 遊
んだほ う が楽 しい こ と な どが明 ら かになっ た。 反
対の理由 か ら ， たてわ り 班の よ さ を感 じてい る こ
と (他学年 と 仲良 く なれる， 他学年 と 仲良 く なっ
た方がいい， 他学年 と 話すこ と ができ る な ど) ， た
てわ り 班活動やたてわ り 班で遊ぶこ と に楽 し さ を
感 じている こ と な どが明 らかになっ た。
(2) 1社会性測定用尺度j を用いた調査
山形県内 B 小学校において， 全児童を対象に国
立教育研究所生徒指導研究セ ン タ ーで作成 さ れた
「社会性測定用尺度J に よ る調査を実施 した。 こ
れは， ア ンケー ト記入式， 全 41 問で構成 さ れてお
り ， 実施人数は 1 年生 24 名 ， 2 年生 17 名 ， 3 年生
16 名 ， 4 年生 20 名 ， 5 年生 24 名 ， 6 年生 24 名 ，
計 125 名 である。 内容は 「質問 1 あなた 自 身の こ
と について (8 問) J ，  r質問 2 ク ラ ス の人 と の こ と
について (12 問) J ， 1質問 3 他の学年の人 ( 自 分
よ り 下の学年の人) と の こ と について (12 問) J (質
問 3 については， 2 年生以上の実施 と する 。 ) ， r質
問 4 あなたが知 っ ている身の回 り の大人の人 (家
族や先生以外の人) と の こ と について (9 問) J で
あ り ， 質問に対 して 11 あてはま る ・ 2 ま ああては
ま る ・ 3 どち ら と も いえない ・ 4 あま り あてはま ら
ない ・ 5 あてはま ら ないj か ら 自 分の気持ちに一
番近い番号を選択する も ので あ る。
その結果を得
(但4 項 目即 ) をま と めた も のが表 l でで、あ る。
表 1 r社会性測定用尺度J の結果
平均 標準備差
1 年生 上位及び下位 3 項 目
間 1 ア 学校が楽 しい 4. 87 0. 33 
間 2 カ 感謝でき る : 学級 4. 83 0. 37 
間 4 カ 感謝でき る : 大人 4. 83 0. 37 
問 1 ク 長所がいろいろ
間 1 イ 授業がわかる
間 l オ 不正な こ と 断る
2 年生 上位及び下位 3 項 目
間 2 ア 仲良 し : 学級
間 1 ウ こ の ク ラ ス楽 しい
問 1 カ 仲良 し働き かけ
間 2 エ 我慢する : 学級
ーー ー “ 一 ー ー ー ー ー 骨 骨 四 百 四 骨 骨 幅 四 ー - - - - ー ー ー ー ー ・ E 世 園 田 ・ ・曲 ・ ーー
間 4 ウ 気持ち考慮 : 大人
間 3 シ 人をほめ る : 他学年
問 2 サ 人を励ます : 学級
間 4 イ 役に立つ : 大人
3 年生 上位及び下位 3 項 目
間 4 カ 感謝でき る : 大人
間 2 ア 仲良 し : 学級
間 3 カ 感謝でき る : 他学年
間 3 ク 了解後使用 : 他学年
幽 且 国 』 ー ・・ ー ー ー 一 ー ー 『 骨 骨 四 ー ー ー ー ー ー ー - - 園 田 ・ ・ ・ー ー ー - - - ・ ・
問 4 イ 役に立つ : 大人
間 2 イ 役に立つ : 学級
間 4 ア 仲良 し : 大人
間 4 ウ 気持ち考慮 : 大人
間 4 ケ 人を助 け る : 大人
4 年生 上位及び下位 3 項 目
間 2 カ 感謝でき る : 学級
開 2 ク 了解後使用 : 学級
問 l エ 外遊びが好き
- _ .・ ー ー ー ー ー ー ・・ 』 品 - - ι ー ー ー ー ー ー 『 ー 『 ー - - - 再 再 ー 『 ー 鴨 再 開 『
問 3 イ 役に立つ : 他学年
間 2 イ 役に立つ : 学級
間 4 イ 役に立つ : 大人
5 年生 上位及び下位 3 項 目
間 2 ク 了解後使用 : 学級
問 3 カ 感謝でき る : 他学年
問 4 カ 感謝でき る : 大人
問 2 カ 感謝でき る : 学級
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問 4 イ 役に立つ : 大人
間 3 イ 役に立つ : 他学年
間 1 カ 仲良 し働 き かけ
間 2 イ 役に立つ : 学級
6 年生 上位及び下位 3 項 目
間 2 ク 了解後使用 : 学級
間 4 ク 了解後使用 : 大人
間 1 ウ こ の ク ラ ス よ い
間 4 カ 感謝でき る : 大人
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問 2 イ 役に立つ : 学級
間 1 キ 今の 自 分好き
全校生 上位及び下位 3 項 目
問 2 ク 了解後使用 : 学級
問 2 カ 感謝でき る : 学級
間 4 カ 感謝でき る : 大人
再 開 ー 胃 骨 胃 帽 ー 骨 骨 骨 個 目 ー ー ー 回 目 骨 骨 骨 骨 ・ー - - - 四 ・ ・ 骨 骨 軒 ー ' ・ - -
間 3 イ 役に立つ : 他学年
問 4 イ 役に立つ : 大人
問 2 イ 役に立つ : 学級
2. 5 1 .  22 
2. 63 1. 07 
4. 65 0. 55 
4. 54 O. 72 
4. 49 0. 88 
.晶 画 ー 田 園 田 骨 四 百 『 明
3. 30 1 . 18 
3. 33 1. 23 
3. 54 1 . 1 1  
注 1 : 間 l は 「質問 1 あなた 自 身の こ と についてJ ， 間 2 は
f質問 2 ク ラ スの人と の こ と についてJ ， 問 3 は 「質問 3
他の学年の人 ( 自 分よ り 下の学年の人) と の こ と につい
て) J ， 問 4 は 「質問 4 あなたが知っている身の回 り の大人
の人 (家族や先生以外の人) と の こ と について」 の中の質
問である。
注 2 : 平均 と標準偏差は小数第 2 位までの表示 と する。
4 考察
(1) たてわ り 班活動について
先行研究か ら ， かかわる力 を育成する には， 意
図的 ・ 計画的な活動であ る こ と ， 活動前の交流活
動の充実が必要であ る こ と が明 ら かになっ た。 ま
た， 2 つの調査結果か ら ， たてわ り 班について子
ど も が考えている こ と ， 2 年次に実践予定の 山形
県内 B 小学校の社会性に関する子ども の実態が明
ら かにな っ たO こ れ ら をふま え， 以下の 4 点につ
いて， たてわ り 班活動の見宜 しが必要である。
①よ り 多 く の子 ど も が楽 し さ を感 じ る こ と ができ
る魅力的な活動。
②活動前後の交流活動の充実。
③ 自 分の よ さ を実感でき る活動。
④活動の意義や班長の役割についての指導 ・ 支援
の充実。
これ ら を 「たてわ り 班活動の見直 し 4 点」 と する。
(2) 教師間の共有
先行研究か ら ， r価値的 目 標J の設定や 「踏み
込んだ議論」 への移行が必要であ る と いえる。 た
てわ り 班活動は学校行事や児童会活動な どで手段
と して使用 さ れ る た め， 朝交全体での共通理解が
必要であ る こ と か ら ， 教師間の共有が不可欠であ
る と いえる。 社会性に関する子 ど も の実態を共有
した上で、 「価値的 目 標J を設定 し， たてわ り 班活
動の見直 しの 4 点について協議 し， 必要に応 じ修
正を加 えてい く 。 そ う する こ と で 「価値的 目 標」
が達成でき る と 考え られる。
ま た， 1社会性測定用尺度」 の結果か ら ， 社会
性に関する子 ど も の実態は， 学級 (学年) で異な
る こ と が明 ら かになっ た。 こ の こ と か ら， 学級 (学
年) に応 じた指導 ・ 支援が必要であ る と 考え られる。
学級での指導 ・ 支援について も ， 教師間の共有を
図 ら な ければな ら ない。
(3) rかかわる 力育成プラ ンJ の作成
たてわ り 班活動の見直 しゃ教師間の共有を図る
た めの計画が必要である。 それを 「かかわる力育
成プラ ンj と し， 学校全体で子 ど も のかかわる力
を育成する こ と を 目 指 してい く 。
5 到達点 と 課題
(1) 到達点 (明 ら かになっ た こ と )
たてわ り 班活動を見直すこ と に よ り ， 子 ども の
かかわる力の育成が期待でき る。 ま た ， たてわ り
班活動 を行 う 教師聞の共有が重要である。 こ れ ら
を具体化 した 「かかわる力育成プラ ン」 を策定す
る。
プラ ン策定にあたっては， 2 年次に実践を行 う
山形県内 B 小学校校長等にプラ ンの試案提示を経
て， 以下の 4 つの柱 と した。
①年度始めに 「たてわ り 班活動の見直 し 4 点J に
ついて共有する場を設定 し， 教師それぞれの考え
を 出 し合い， 必要に応 じて修正を行 う 。 社会性に
関する子 ど も の実態か ら ， 朝交の 「価値的 目 標J
(今年度たてわ り 班活動を通 して実現を 目 指す子
ども像) を設定 し， 今年度取 り 組む こ と を確認す
る。
②たてわ り 班活動の見直 し
たてわ り 班活動の提案時 (職員会議や打ち合わ
せ等) に， 活動の 目 的を具体的なイ メ ージ と して
石鶴忍 し， 教師聞で共有する。
③活動終了後の話 し合い (職員会議や打ち合わせ
等) においては， 目 的に対する協議を行 う 。 ま た，
「たてわ り 班活動の見直 し 4 点J について も協議
を行い， 次のたてわ り 班活動に活かす。
④学級活動 と の連携
担任に よ る学級 (学年) での指導 ・ 支援をたて
わ り 班活動前後等に行 う 。 ま た， 必要に応 じて，
学級 (学年) での様子を教師間で共有する。
(2) 課題
た て わ り 班活動の提案時 と そ の終了後の教師
間 の話 し合いにおいて， 1価値的 目 標J (今年度た
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てわ り 班活動を通 して実現を 目 指す子 ども像) と
活動の 目 的について 「踏み込んだ議論j への移行
を図る。 こ の よ う な議論がな さ れる こ と で 「かか
わる力育成プラ ンJ を改善する こ と ， 学校全体で
子 ど も のかかわる 力 を育成する こ と ができ る と 考
え られる。
以上の こ と か ら ， 2 年次は山形県内 B 小学校に
おいて以下の計画で実施 してい く 。
表 2 2 年次の計画
4 月 ~ 同功、わる力育成プラ ンj の提示 ・ 説明
「社会性測定用尺度」 ア ンケー ト ①実施
5 月 ~ 同功追わる力育成プラ ン」 の実施
7 月 「社会性測定用尺度」 ア ンケー ト ②実施
と 「かかわる力育成プラ ンj のふ り かえ
り
8 月 ~ 7 月 のふ り かえ り を も と に した 「かかわ
る力育成プラ ン」 の実施
12 月 「社会性測定用尺度」 ア ンケー ト ③実施
と 「かかわる力育成プラ ンj のま と め
1 月 ~ 「かかわる 力育成プラ ン」 の成果提示 と
次年度に向 けた改善
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